
壱岐市監査委員公表第１号 

 

令和５年度定期監査（前期）の結果に関する報告に対し、壱岐市長から措置を講じた旨

の通知があったので、地方自治法第１９９条第１４項の規定により、次のとおり公表する。 

 

令和６年１月１２日 

 

壱岐市監査委員 吉田 泰夫 

壱岐市監査委員 斉藤 和秀 

壱岐市監査委員 殿川 穗 

 

１ 指摘事項等についての措置状況等 

№ 監査対象機関 内  容 措置状況等 

1 財政課  各種団体等へ交付してい

る市単独補助金について、各

種団体等から提出された収

支決算書の数値が合わない

もの、内容が明確に記載され

ていないもの等があるので、

所管課において内容を精査

し、適正な書類の提出を求め

ること。 

 補助金交付とは、「市が団体、個人

等の行う特定の事業、研究等を助

長・育成するために、公益上必要が

あると認めた場合に、その事業の実

施にあたり反対給付を求めることな

く、金銭給付を行う」ことです。 

 よって、日頃より、補助金の必要

性や妥当性・効果等を検証し関係機

関等との調整を図るとともに、収支

決算書をはじめ実績報告書等の関係

書類についても十分に精査の上、適

正な書類の提出となるよう所管課を

通じて要請しているところです。 

 引き続き、補助金等は公費からの

支出であり、適切な運用が必要であ

ることを認識し、適切な補助金交付

となるよう努めていきます。 

2 税務課  未収金（滞納繰越分）の回

収整理で、債務承認（残高承

認）等の債権保全に関する手

続きがなされていないもの

が見受けられるので、適正に

処理すること。 

債務承認（残高承認）等の手続き

を含む債権の適正な管理について

は、令和元年度の債権管理班新設以

来、毎年の関係課連絡会議及び庁内

研修において周知しているところで

す。 

また、債権管理委員会を定例、臨

時を問わず毎年複数回開催したうえ

で各委員から各部署に対する指導も

行っております。 

今年度から税務課内に新設された

債権管理室におきましても、引き続



き研修を実施し、当該部署の自覚を

促す観点から直接の指導を行いま

す。 

3 管財課  旧石田学校給食センター

賃借料未収金（滞納繰越分）

１件、２１６，１２０円につ

いて、毎月入金されているの

で遅延が起きないよう管理

すること。 

 引き続き、入金に遅延が起きない

よう管理に努めます。 

4 危機管理課  災害資金貸付金未収金３

件、６３１，０００円の回収

整理に努めること。 

 なお、延滞利息の入金がな

いが、債務承認が取れている

か確認すること。 

 １１月２日の監査において指摘さ

れたため、確認したところ、３名と

も納付済みであり、提出した一覧表

が誤っていたため、別紙のとおり差

し替えさせていただきます。 

 引き続き、災害資金貸付金未収金

の回収整理に努めます。 

5 ＳＤＧｓ未来

課 

①まちづくり協議会交付金

事業実績報告の収支決算書

で次のとおり不備等が見受

けられるので、内容を確認の

うえ整備すること。 

ア．各地区共通 

 その他繰越金の内容が不

明確（１００万円以上の地区

も１地区あり） 

イ．霞翠地区まちづくり協議

会 

・交付金繰越額１，２０１，

０００円が収支決算書の収

入と支出の差額と不一致（前

年度からの繰越額も１，２０

１，０００円） 

・建設課からの補助金８，

０００円の内容が不明確 

ウ．箱崎まちづくり協議会 

交付金繰越金８８２，５４４

円（その他交付金３５，０３

７円）が収支決算書の収入と

支出の差額と不一致 

 

 

 

 

① 

ア．各地区共通 

 その他繰越金の内容が不明確は、

預金利息や寄付金、協力金、自主事

業収入等、まちづくり交付金とは別

途にまちづくり協議会が収受した金

額を翌年度に繰り越すものです。 

イ．霞翠地区まちづくり協議会 

・交付金繰越額１，２０１，０００

円が収支決算書の収入と支出の差額

と不一致は、当課で出納簿等の内容

を確認し決裁の上、市への返還金を

決定し、交付金繰越額を決定してい

ます。しかし、収支決算書の支出に

返還金の記載がなかったものでし

た。今後は、まちづくり交付金の収

支決算書等の収受に際し、内容を十

分に確認・精査します。 

・建設課からの補助金８，０００円

の内容が不明確は、まちづくり協議

会が収受した市道維持管理作業に伴

う機械借上料です。 

ウ．箱崎まちづくり協議会 

 箱崎まちづくり協議会の交付金繰

越金８８２，５４４円（その他交付

金３５，０３７円）が収支決算書の

収入と支出の差額と不一致は、当課



 

 

 

 

 

 

 

 

 

②まちづくり協議会交付金

（基礎額）の使用目的の制限

はないとのことであるが、活

動実績報告書、収支決算書等

の内容を吟味し、審査を行う

こと。 

で出納簿等の内容を確認し、交付金

繰越額を決定しています。しかし、

収支決算書の収入の雑入に、事業収

入のトレッキング参加料を含めての

記載がなかったものでした。今後は、

まちづくり交付金の収支決算書等の

収受に際し、内容を十分に確認・精

査します。 

 

②まちづくり交付金は地域の課題解

決や魅力の向上に向けた自主的かつ

主体的なまちづくりのために必要と

なる経費を交付対象としており、基

本的には使途を特定しない交付金と

なっています。事業実施報告書、交

付金実績報告書の収受に際し、内容

を十分に確認・精査し、必要な助言

を行います。 

6 観光課  壱岐夜神楽公演事業補助

金について、補助金交付要綱

等を整備し、補助金額の算出

根拠を明確にすること。 

 実績報告時に補助金内訳の作成・

提出を求め、算出根拠の明確化を図

ります。  

7 市民福祉課・老

人ホーム 

①壱岐市連合遺族会から各

地区遺族会へ国分忠魂碑清

掃費が支出されているが、収

支決算書において補助金（助

成金）として受け入れている

地区、雑収入として受け入れ

ている地区、また、摘要の記

載がなく受け入れ先が不明

な地区があり、取扱いが統一

されていないので、再度、適

切な指導を行うこと。なお、

補助金額が５，０００円の地

区と２２，０００円の地区と

があるので内容の確認を行

うこと。 

 

②各町老人クラブ連合会補

助金は運営費と事業費であ

るが、運営費は役員手当、交

際費も対象となるのか。ま

た、事業経費は不用額が発生

①５，０００円は壱岐市連合遺族会

が各地区遺族会へ支払う「国分忠魂

碑」の清掃費であり、２２，０００

円は壱岐市が補助する「各地区慰霊

碑」の管理費となり、管理対象が異

なっています。明確となるよう、５，

０００円については雑入として計上

するよう各地区遺族会へ申し入れま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

②役員手当は対象となりますが、交

際費は対象外となります。事業費補

助金についてはこれまでも精算を行

ってきましたが、今後も実績報告に

より精算を行い返還等を求めます。 



しているので、目的に合った

支出、精算をし、返還等の検

討をすること。 

 

③災害援護貸付金返還金（滞

納繰越分）元金３２６，４９

０円、利子２１，０８０円は、

年金受給月に一部徴収して

あるが、回収管理を充分に行

うこと。 

 

 

 

 

③今後も納付誓約等に基づき、回収

管理を行います。 

8 いきいろ子ど

も未来課 

①僻地保育所の閉所による

園児の受け入れ体制につい

ては、保護者との話し合いを

行い、円滑な業務ができるよ

う努力すること。 

 

②保育料未収金（滞納繰越

分）１，０６１，１３０円の

回収に努めること。なお、長

期滞納の保育料については、

回収状況等を調査し、執行停

止などにならないよう債権

保全管理を行うこと。 

①僻地保育所の閉所による園児の受

け入れ体制については、対象施設で

の保護者説明会を実施しており、現

在、６年度の入所に向けて準備を進

めているところです。 

 

②保育料未収金については、未納者

へ督促状送付及び保育所からの納付

督励を継続するとともに、電話、家

庭訪問による徴収を強化します。ま

た、保護者より同意を取り児童手当

からの充当を進めていきます。 

 長期滞納分については、債権管理

班指導のもと滞納整理を実施し、不

納欠損による処理も含め事務処理を

進めていきます。 

9 保護課  生活保護扶助費返還金１，

４０８，０６３円、生活保護

扶助費徴収金９６０，９０５

円の回収整理に努めること。 

 なお、過年度分の生活保護

扶助費返還金３，１０７，２

７２円、生活保護扶助費徴収

金１６，３２３，６１２円、

生活保護費返納金９６８，９

７１円には長期延滞もある

ので、債権の保全管理を含め

回収整理に努めること。 

 債権内容や納付状況について、課

内で情報共有等を図れるよう債権者

ごとにファイリングし、定期的に確

認する等管理をしています。 

 また、督促・催告書等の送付や個

別訪問も実施しているが、ほとんど

が被保護者か低所得者であり、納付

計画を見直す等、生活に無理のない

範囲で納付を督励しているため長期

延滞となっています。 

 なお、法令等に準じ不納欠損処理

を実施する予定であり手続きを進め

ているところです。 

 今後も、債権発生の主な原因であ

る不正受給等が発生しないよう、事

前に収入の可能性がある被保護世帯

の把握と家庭訪問等において、収入



申告の徹底についても、被保護者及

び担当ＣＷへ強く指導しているとこ

ろです。 

10 農林課・農業機

械銀行 

①農地等災害復旧費受益者

分担金未収金（滞納繰越分）

３件、２０５，６２０円の回

収整理に努めること。 

 

 

 

②堆肥売払未収金（滞納繰越

分）３件、２０６，７１０円、

堆肥センター利用料未収金

（滞納繰越分）１件、８，７

８０円を回収整理すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③農業機械銀行使用料未収

金（滞納繰越分）５件、５０

８，９８０円を回収整理する

こと。 

①農地等災害復旧費受益者分担金未

収金（滞納繰越分）、３件に納付書等

文書を送付し、自宅訪問も行ったが、

留守のため、今後も根気よく電話・

訪問による納付督促を続け、年度内

に一部納付に努めます。 

 

②堆肥売払未収金（滞納繰越分）３

件中、２件については、分納誓約書

を受領し分納を行っております。分

納誓約後、１５，０００円の納付が

行われております。１件については、

臨戸・電話による督促を行っている

ところではありますが、連絡が取れ

ない状況にあります。今後も納付督

励を続け、年度末に完納を目指しま

す。 

また、堆肥センター利用料未収金

（１件８，７８０円）についても臨

戸を重ねているところではあります

が、納付に至っておりません。今後

も子牛セリ市後、販売金の振込が行

われる頃をめがけて督励を続けてい

きます。 

 

③農業機械銀行使用料未収金（滞納

繰越分）５件５０８，９８０円につ

いては、その後、分割納付により２

件１８０，０００円の納付が行われ

ております。今後も電話・訪問によ

り納付督励を続け、年度内完納に努

めます。 

 


